
















　刀より甲冑のほうが問題で、迷宮建築基準に抵触しそうだ？




　魔剣──その定義も規格も曖昧な、ただ魔力と親和性の高いスキル武器。

「やっぱ、辺境の鉄だと魔力がよく通るんだよ？」（ポヨポヨ？）

　魔剣──それは深夜にこれ以上魔が差して頑張っちゃうとボコられる件で、内職で大量生産される汎用武器。

「辺境の鉄に魔石で作れば一応魔剣？」（プルプル？）

　ただ、深い迷宮でドロップされる迷宮武器には大きく劣り、ただその分使いやすい大量生産品な魔法剣。

「まあ、これでも１００本くらいで全包囲から刺しまくれば……Ｌｖ５０の『ブラックビアード・パイレーツ』くらいなら倒せるか、樽から飛び出すと思うんだけど……あの樽って装甲なのかな？」（ポヨポヨ）

　黒髭ブラックビアード──うん、あれって危機一髪って銘打ちながら、刺さるまで刺し続けるから全く危機一髪で助かりそうな可能性すら見当たらずに、絶対絶望しかない気がするんだよ？　うん、危機が必中決定な運命なんだよ？

　叩く、折り返す、叩く、叩く、叩く。

（プルプル）「うん、相槌って鍛冶で相方が交互に槌を相打ってくれるのが語源で、なのに相槌を打つ度に叩くとオタ莫迦達は文句言うんだよ？」

　折り返し、畳んで叩き、また叩く。練るように打ち、全ての極薄の層が折り重なり揃うように叩き均一に伸ばしていく。

「ふーーっ……うん、全然駄目だな？」

　羅神眼で鑑みえるからこそ正しく作れて、それが駄目だと視えてしまう。悪い部分が無くなることはなく、できが良くなればなるほど粗が目立ち失敗が観える。

「うーーん？　錬金術を併用した量産だと、微妙なズレが歪みに出ちゃうんだよ？」（ポヨポヨ？）

　術式が悪いのか、その大本となる鍛造オリジナルに問題が在るのか。

「いやまあ、普通に鋳造な剣なら錬成しても問題ないし、寧ろ効果付与工程で却って良くなったりするんだよ……うん、刀が駄目だな？」

　独自の製鋼法からの鍛錬、そうして作られた鋼を組み合わせて鍛接し融合させた同一複合素材による鍛え。そんな技術が異世界にあるわけはなく、だから記憶を元に試行錯誤で最適解を探し求めて……うん、作りすぎたかも？

「うん……なんで剣では駄目なんだろうね？」（プルプル？）

　そう、此処は異世界。なのに異世界なら刀だという謎のオタ理論に強いられて作ってみてるんだけど、その異世界には剣しかないから作り方がわからないんだよ！

　ただ、何故なのか理屈は不明だけど魔力の通りは良い？

「折り返し鍛錬で筋が通ってるからなのか、低温高速還元と鍛錬で不純物が少ないせいなのか……うん、オタ理論が正しいとなんかムカつくよね！」（ポヨポヨ）

　そして刀を鍛うち、その製法を剣にもフィードバックして量産していく。

「きっとこれが見本サンプルになって、礎ベーシックになって行くんだから……うん、でも異世界の風情西洋中世感がオタ達の謎理論で歪んでる気がするんだよ？」（プルプル）

　うん、ついついノリで太刀と一緒に鎧甲冑まで作っちゃったんだけど、できは良いけど致命的にファンタジー感に不安が多事だった。

「やっぱ、銀小札萌黄糸ぎんこざねえもえぎいと威二枚胴具足おどしにまいどうぐそくって迷宮でも邪魔そうだな？」（ポヨポヨ）

　うん、もう入り口からいきなり、支つっかえそうだな！
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